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を犠牲にして死ねる誠の人であった。

敬天愛人は南州の達感した人生観であった庄和こよ

って遺訓が作られ、松ケ岡開墾場が全国開拓の手本

として残っている。フランスのドゴールも非常な両

州研究家で、今や新らしい敏点から唱導されている

職　業　奉　仕

職業奉仕はロータリアンがその目的を実現する第2の分

野であり、ロータリーの主要分野でありますゥこれはわ

れわれの生活の中で、完全にわれわれの勢力下にある部

分、即ちわれわれの職業に関連するものでありますoロ

ータリアンの地位については、国際ロータリー事黎総長

が最近にドイツの一青年から受け取った手紙によっても

明らかであります。この青年はある町の友人に花を送ろ

うと思ったのですが、数多い花屋の中でどこが信演出来

るか判らず、事務総長ジョージミーソズ氏に、ロークリ

ァンの経営する花屋の名前をたずねて来たのでありまし

た。ロト－タリーについては彼も自分の町の例から知って

いたのです。そしてロータリアンの花屋を見付ければ、

公正な取引をしてもらえると考えたのであります0

（職業奉仕委員会）

型破りのプログラム

クラブの例会プログラムに型奴りの想像的なものがあり

ます。例会プログラムは想像の感触で、退屈と常奪から

救われます。

例　1

交通問題を劇化せんとして、会場の入口に白衣の看

護婦をおきました。会員が入って来たならば、彼等

は二つの病院事の問を一列に通らなくてはなりませ

んでした。主食卓の両掛こ、交通整理の光が赤、責

苦と例会暗中点滅しておりました。

例　2

火災予防と救急法のプログラムを上演して、現実的

例証で講演者の話を最高潮にもって行きました0

講演者が話を了えるや否や、消防夫が窓から室に入

って来て、会員の幾人かを、ビルディングの外にお

いてあった庶子に運び出しました。
－奉仕の冒険より－

心　　　　　　　灯

ロータリークラブの人々は、さすがサービスの精神はよ

くやっているようです。比の人々を大切にリズミカルに

快く楽しませてくれた人々が、まぶたに浮んで来ます0
－鶴岡家庭ここL・－スより－

笑　　　　　　　い

一日は24時間である。いま仮に、寝ている時間を8時間

とすると、意識のある時間は1時間である。1時間のう

ち、勤め人は朝の9時から午後の5時までを勤番時間と

すれば、職場にいる時間も8時間となり、残りの8時間

が妻子と暮らす時間と往復の通勤時問か、あるいはその

他の自分の時間である。つまり大別して、そういった時

間区分が毎日の日課となる。

ここで考えねはならぬのである。もし職場に不愉快な事

があれば、8時間を不幸に過ごすことになり、結鼠意

識の伽、ている16時間の半分は損失となる0これは、つ

まらぬ事である。もし、こういった暮らし方の累積で一

生を過ごすならば、一生の半分は全く損をしている事に

なるのであり、不幸な人である。私は同じ職場で伽、て

いる人々と時々語るのであるが、つまり、何はともあれ

我々が顔をつき合わしている問は朗らかに行こうじやな

いか。それの累積が一生を愉快に過ごすことにもなるの

であるからだ。悲しいことも嬉しいことも、心のあり方

である。愉快であり、心満ちていることが一番幸福なこ

となのである。（東京R・C富士製鉄社長永野重雄）

○よいユーモアは社交界に着てゆく衣裳の最高晶である
－サツカレイ－

○毎日の一番大きな損失は、一度も莫わなかったという

ことである　　　　　　　－シャンフォール－

ロックフェラーの不老長喜八ヶ条

1．少量の食餌を親則正しくとること。

2．適当の運動をすること。

3．充分の睡眠をとること。

4．不快の念や心配をさけること。

う．日光によくあたることっ

6．年乳をたくさんのむこと。

7．健康時でも健康診断をうけること。

8．生活を規則正しくすること。

－97回誕生日の発表－

〇二コ＝コ箱

今問君　前回欠席

中台君　　仝上

渡部君　御繁昌の為早退

庄司君　　仝上

⊂本日の献立

お花見料理　だんご　おすし　おでんかん　酒


